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主な項目

左側から宮崎長野県木材協同組合連合会理事長、新島局長、阿部長野県知事、藤原長野県森林組合連合会代表理事会長

信州産カラマツのブランド化
「信州プレミアムカラマツ」と命名

名称制定記念発表会で記念撮影
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［
資
源
活
用
課
］
五
月
二
十
五
日
、
長
野
市
の

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
に
お
い
て
、
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ

の
ブ
ラ
ン
ド
名
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
開
催
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
海
外
の
木
材
関
係
者
を
は
じ

め
、
報
道
関
係
者
な
ど
約
百
五
十
名
が
発
表
会

場
に
集
ま
り
、「
の
ぼ
り
旗
」
や
「
カ
ラ
マ
ツ

製
品
」
も
展
示
さ
れ
た
会
場
に
は
、
長
野
県
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ア
ル
ク
マ
」
も
参
加
し
盛

大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ

ツ
」
と
命
名
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
昨
年
よ
り

長
野
県
と
中
部
森
林
管
理
局
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
し
、
木
材
関
係
団
体
と
共
働
す

る
中
で
取
り
組
ん
で
き
た
経
過
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
規
格
は
、

長
野
県
産
の
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
高
齢
級
カ

ラ
マ
ツ
人
工
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
径
級
三
〇
㌢

㍍
以
上
の
良
質
な
大
径
材
丸
太
と
し
て
い
ま

す
。

　

人
工
林
カ
ラ
マ
ツ
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
木

材
の
性
質
が
安
定
化
し
、
ね
じ
れ
に
く
い
成
熟

材
の
多
い
大
径
材
に
な
り
ま
す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
と
比
べ
強
度
が
優
れ
て
お
り
、
心
材
部
分
は

飴
色
で
き
れ
い
な
木
目
を
い
か
し
た
無
垢
材
と

し
て
構
造
用
等
の
建
築
材
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
資
源
量
は
長
野
県

が
国
内
の
四
五
㌫
を
占
め
、
全
国
一
の
資
源
量

を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
に
は
、
長
野
県
知
事
、
中
部
森
林
管

理
局
長
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事

会
長
、
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長

の
四
名
が
出
席
す
る
中
、
阿
部
長
野
県
知
事
か

ら
は
、「
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
の
強
み
や
美
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
に
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
新
島
局
長
か
ら
は
、「
信
州

産
カ
ラ
マ
ツ
は
日
本
の
住
宅
建
築
で
国
産
材
率

の
低
い
梁
、
桁
な
ど
の
横
架
材
と
し
て
今
後
期

待
で
き
る
こ
と
や
、
時
間
と
と
も
に
飴
色
と
な

る
エ
イ
ジ
ン
グ
ウ
ッ
ド
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
供
給
に
努
め
、
林
業
の

成
長
産
業
化
や
地
域
振
興
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
名
称
発
表
を
記
念
し
て
、
奈
良
井

国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
で

作
っ
た
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
に
発
表
者
四
名
が
サ

イ
ン
を
行
い
、
記
念
撮
影
を
し
て
発
表
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ

ツ
」
を
使
用
し
た
梁
な
ど
の
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

PR用「のぼり旗」

発表会で挨拶する新島局長

国際ウッドフェアへ出展した
中部森林管理局ブースの様子

高 齢 級 カ ラ マ ツ の 特 徴	
 

	
○人工林カラマツは、高齢になるほど木材の性質が安定化し、ねじれにくい成熟材の多	
 
　い大径材になります。�

○スギやヒノキと比べ強度が優れており、心材部分は飴色できれいな木目をいかした無	
 

　垢材として構造用等の建築材に使用されています。�

○林齢８０年生以上の資源量は長野県が国内の４５％を占め、全国一の資源量を保有し	
 

　ています。	


高 齢 級 カ ラ マ ツ の 資 源 量	
 

	
○林齢５０年生前後の森林が大半ですが、大正から昭和初期に植栽された人工林から大径材�
　丸太を生産します。	
 

○今後は高齢大径材が安定供給されますので、高品質な製品としての利用を推進します。	
 

 
	


信州プレミアムカラマツの供給	
 

	
○平成２９年度は長野県内から生産される丸太の�
　中から、規格＊1に合った材を厳選して、主に長�

　野県各地の原木市場等に供給します。	
 

○市場では、のぼり旗によるPRや木口に産地、�

　林齢を表示する外、物件明細にも「信州プレミ�

　アムカラマツ」と表示しブランド化を図ります。�

    　＊１：別紙（裏面）の品質・規格です。	


　　　　　        ○長野県産カラマツの民有林材の供給・利用に関すること�
　　　　　　　        長野県林務部県産材利用推進室�
　　　　　　        　（室    長）丸�  �規        （課長��）中�  ��　（���長）�原　��
　　　　　　　	
 	
 	
 	
 	
 電	
 話	
 026-235-7266（直通）　026-232-0111（代表）	
 内線3275	
 
　　　　　　　　	
 	
 	
 F	
 A	
 X	
 026-235-7364　	
 	
 	
 	
 	
 	
 　E-mail:mokuzai@pref.nagano.lg.jp	

�

　　　　　        ○長野県産カラマツのブランド材の規格、国有林材の供給に関すること�
　　　　　　　        林野庁中部森林管理局資源活用課�
        　　　  　　          （���）木�  ��  　（���長）��　��
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 電	
 話	
 026-236-2681（直通）	
 FAX	
 026-236-2686　E-mail:toshihiro_kimura720@maff.go.jp	


PR用のパンフレット

信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

ブ
ラ
ン
ド
名

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
発
表
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［
経
理
課
］
中
部
森
林
管
理
局
で
保
管
し
て
い

る
絵
巻
物
「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
が
、
五

月
二
十
三
日
、（
一
社
）
日
本
森
林
学
会
に
よ

り
「
林
業
遺
産
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
部
局
関
係
で
は
「
木
曽
森
林
鉄
道
」
に
続
き

二
件
目
で
す
。

　
「
林
業
遺
産
」
と
は
、
日
本
各
地
の
林
業
の

歴
史
を
読
み
解
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
記
憶
・

記
録
し
て
い
く
た
め
、
林
業
発
展
の
歴
史
を
示

す
土
地
に
結
び
つ
い
た
も
の
を
中
心
に
、
体
系

的
な
技
術
、
特
徴
的
な
道
具
類
、
古
文
書
等
資

料
群
を
対
象
と
し
て
、（
一
社
）
日
本
森
林
学

会
が
認
定
・
登
録
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回

新
規
認
定
さ
れ
た
七
件
を
含
め
、
今
ま
で
に
全

国
で
二
十
三
件
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
は
、
江
戸
時
代

後
期
頃
の
木
曽
地
方
や
飛
騨
地
方
で
行
わ
れ
て

い
た
伐
木
・
運
材
の
技
術
を
描
い
た
絵
巻
物
二

巻
で
す
。
奥
山
で
大
木
を
伐
採
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
造
材
、
搬
出
・
集
材
、
木
曽
川
で
の
い
か

だ
に
よ
る
流
送
、
熱
田
白
鳥
木
場
（
愛
知
県
名

古
屋
市
）
で
の
集
積
、
大
型
船
に
よ
る
海
上
輸

送
ま
で
の
様
子
が
、
作
業
工
程
順
に
絵
図
と
詞

こ
と
ば

書が
き

で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
師
、
制
作
時

期
、
制
作
目
的
、
中
部
局
に
保
管
さ
れ
て
い
る

経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す

る
文
献
等
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
岐
阜
県
高
山
市
で
江
戸

時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
絵
図
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
し
、
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
博
覧
会
へ

の
出
展
や
皇
族
・
政
府
高
官
な
ど
へ
の
説
明
用

と
し
て
、
明
治
時
代
に
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
類
似
の
絵
図
や
版
画
が

複
数
存
在
し
て
い
ま
す
が
、「
木
曽
式
伐
木
運

材
図
会
」
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
丁
寧
に
描

き
込
ま
れ
、
豪
華
に
つ
く
ら
れ
た
最
上
級
の
美

品
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
林
業
史
の
研
究
・
教
育
等

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

鑑
賞
性
や
日
本
近
代
絵
画
史
の
面
か
ら
も
貴
重

な
価
値
が
あ
り
、「
林
業
遺
産
」
に
ふ
さ
わ
し

い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
林
業
遺
産
」
認
定
を
記
念
し
て
一
日

限
定
の
特
別
公
開
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
四
十

名
と
い
う
大
勢
の
方
々
が
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

永
年
大
切
に
保
管
し
て
き
た
「
木
曽
式
伐
木

運
材
図
会
」
が
「
林
業
遺
産
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
は
、
中
部
局
に
と
っ
て
誠
に
光
栄
な
こ
と

で
す
。
日
本
林
業
史
上
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

ま
た
、
中
部
局
の
宝
物
と
し
て
、
今
後
も
厳
重

か
つ
良
好
な
状
態
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
保
管
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民

の
皆
様
へ
広
く
紹
介
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

＊�

木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
は
、
中
部
森
林
管
理

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

「林業遺産」の認定証

絵巻物二巻（右上巻10mと左下巻13ｍ）

元伐之図（一部分を拡大）

１日限定の特別公開中の様子

木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
が

「
林
業
遺
産
」
に
認
定

き
そ
し
き
ば
つ
ぼ
く
う
ん
ざ
い
ず
え
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［
技
術
普
及
課
・
富
山
署
］
五
月
二
十
八
日
、

富
山
県
魚
津
市
の
魚
津
桃
山
運
動
公
園
に
お
い

て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、

「
第
六
十
八
回
全
国
植
樹
祭
と
や
ま
二
〇
一
七
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催
は
、
昭
和

四
十
四
年
の
砺
波
市
に
お
け
る
第
二
十
回
大
会

以
来
、
四
十
八
年
ぶ
り
二
回
目
の
開
催
と
な

り
、
富
山
県
内
外
か
ら
約
七
千
五
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
標
高
三
、〇
〇
〇
㍍
の

北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
か
ら
海
底
一
、〇
〇
〇

㍍
の
富
山
湾
ま
で
の
「
高
低
差
四
、〇
〇
〇
㍍
」

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
が
も
た
ら
す
豊
か
な

自
然
や
文
化
が
、
映
像
や
創
作
舞
踊
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
っ
て
、

富
山
県
に
お
い
て
全
国
に
先
駆
け
て
開
発
さ
れ

た
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山 

森
の
輝
き
」（
タ

テ
ヤ
マ
ス
ギ
）
な
ど
六
種
の
「
お
手
植
え
」

と
、
世
界
遺
産
五
箇
山
合
掌
造
り
の
木
組
み
の

結
束
材
に
使
用
さ
れ
る
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
な
ど

四
種
の
「
お
手
播
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
山
本
農
林
水
産
大
臣
、
今
井
林
野
庁
長

官
、
新
島
中
部
森
林
管
理
局
長
ら
に
よ
る
代
表

者
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
越
中
万
葉
の
歌
唱
や
、
富

山
県
内
の
中
学
生
に
よ
る
富
山
の
森
・
海
の
保

全
等
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
に
よ
っ

参
加
さ
れ
た
方
々
に
植
樹
祭
の
記
念
と
な
る
よ

う
に
木
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
伐
採
木
の
輪
切
り
と
カ
ラ
ー

紐
、
植
樹
祭
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
タ
グ
を
使
い

な
が
ら
、
作
る
方
の
想
い
を
木
口
面
に
イ
ラ
ス

ト
等
を
描
く
も
の
で
、
用
意
し
た
四
百
個
の

パ
ー
ツ
が
殆
ど
無
く
な
る
な
ど
、
お
子
さ
ん
を

中
心
に
大
勢
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
全
国
植
樹
祭
は
、
福
島
県
南
相
馬

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

［
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
］
長
野
県
木
曽
郡

木
曽
町
に
所
在
す
る
城
山
国
有
林
に
は
、
長
野

県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
で
あ
る
サ
サ
ユ
リ
、

「第68回全国植樹祭とやま」会場の様子

て
、
大
会
テ
ー
マ「
か
が
や
い
て 

水
・
空
・
緑

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
エ
ノ
キ
の
苗
木

と
木
製
地
球
儀
が
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
福
島

県
知
事
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
映
像
に
よ
る
魚
津
市
の

「
た
て
も
ん
祭
り
」
や
「
高
岡
御
車
山
祭
」
の

紹
介
に
続
い
て
、
南
砺
市
五
箇
山
の
「
麦
屋

節
」
や
魚
津
市
の
「
せ
り
込
み
蝶
六
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
県
内
で
森
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
む
百
七
十
九
団
体
等
が
集
結

し
、
そ
の
う
ち
四
団
体
が
、
活
動
内
容
や
富
山

の
森
に
対
す
る
思
い
を
発
信
し
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
全
出
演
者
に
よ
り
、

久
石
譲
氏
作
曲
の
「
ふ
る
さ
と
の
空
」（
富
山

県
ふ
る
さ
と
の
歌
）
を
大
合
唱
し
、
盛
大
な
閉

幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
全
国
へ
富
山
県
の
魅
力
を
発
信

す
る
場
と
し
て
、
式
典
エ
リ
ア
に
隣
接
し
て

「
お
も
て
な
し
広
場
」
が
設
け
ら
れ
、
県
内
の

各
市
町
村
、
団
体
等
と
並
び
富
山
森
林
管
理
署

で
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
や
北

ア
ル
プ
ス
で
の
高
山
植
物
保
護
に
関
す
る
パ
ネ

ル
と
合
わ
せ
て
、
林
野
庁
情
報
誌
で
連
載
さ
れ

て
い
る
「
お
山
ん
画
」
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
出
展
中
、
林
業
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
一
般
招
待
者
の
方
々
が
パ
ネ
ル
の

前
で
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
お
り
、
国
有
林
野

事
業
の
役
割
と
森
林
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
に
木
に
触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

大勢の方々でにぎわう富山森林管理署のブース

代表者記念植樹をした
植樹木と新島局長

第
六
十
八
回
全
国
植
樹
祭

と
や
ま
二
〇
一
七
開
催

希
少
植
物
の
保
護
に

　
　
　
　電
気
柵
を
設
置
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ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
地

元
住
民
ら
で
構
成
す
る
「
城
山
史
跡
の
森
倶
楽

部
」
で
は
、
多
様
な
活
動
の
森
に
関
す
る
協
定

に
基
づ
き
希
少
植
物
の
保
護
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
自
生
地
で
動
物
に
よ
る
食
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
倶
楽
部

と
連
携
し
て
昨
年
か
ら
電
気
柵
の
設
置
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
五
月
八
日
に
同
倶
楽
部
の
十
名

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
サ
サ
ユ
リ
及
び
ヤ
マ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
生
育
地
に
電
気
柵
の
設
置
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
生
育
地
で
は
、
急
傾
斜

地
等
足
場
が
悪
い
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
柵
の
支
柱
建
て
や
ワ
イ
ヤ
ー
の
取
り
付
け

に
加
え
、
保
全
活
動
へ
の
啓
発
、
事
故
防
止
の

観
点
か
ら
電
気
柵
の
周
囲
へ
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ

も
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
サ
ユ
リ
生
育
地
で
は
柵
に
障
害
物

が
触
れ
な
い
よ
う
に
雑
草
等
の
刈
り
払
い
と
隣

接
す
る
四
阿
等
の
構
造
物
に
も
配
慮
し
電
気
柵

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
作
業
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

参
加
に
よ
り
四
箇
所
、
総
延
長
三
二
〇
㍍
の
作

設
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し
た
希
少
植
物
の
保

全
活
動
等
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

［
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
事
務

所
・
木
曽
署
］
五
月
二
十
五
日
、
木
曽
森
林
管

理
署
管
内
の
赤
沢
自
然
休
養
林
で
、
木
曽
川
下

流
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
「
木
曽
の
国
有
林

見
学
会
二
〇
一
七
春
季
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
江
戸
時
代
か
ら
深
い
繋
が
り

を
持
つ
木
曽
地
域
と
名
古
屋
の
関
係
や
、
森

林
・
林
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
下
流
域
の
都
市
住
民
の
方
々

に
、
木
曽
川
源
流
域
の
国
有
林
を
訪
ね
て
も
ら

い
、
木
曽
地
域
の
林
業
の
歩
み
、
木
材
輸
送
方

法
（
伐
採
地
、
小
谷
狩
り
、
森
林
鉄
道
、
林
業

遺
産
）
及
び
名
古
屋
の
熱
田
白
鳥
湊
に
た
ど
り

着
く
ま
で
の
運
材
技
術
の
変
遷
や
木
材
の
生
産

地
を
実
際
に
見
聞
き
し
て
い
た
だ
く
学
習
講
座

で
す
。
一
昨
年
度
か
ら
春
季
及
び
秋
季
に
開
催

し
て
お
り
、
口
コ
ミ
等
に
よ
り
名
古
屋
市
民
か

ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
募
集
開
始
の
二
日
後
に

は
定
員
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
雨
模
様
で
し
た
が
、
名
古

屋
市
内
を
中
心
に
参
加
さ
れ
た
四
十
四
名
と
ス

タ
ッ
フ
二
名
の
四
十
六
名
が
名
古
屋
事
務
所

「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
を
出
発
、
一
路
木
曽

路
に
向
か
い
ま
し
た
。
赤
沢
自
然
休
養
林
到
着

後
は
、
金
口
次
長
を
は
じ
め
ガ
イ
ド
等
を
行
う

国
有
林
職
員
八
名
に
よ
り
現
地
案
内
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
こ
の
見
学
会
に
先
立
ち
、
五
月

十
七
日
に
、
名
古
屋
の
木
材
産
業
と
森
林
・
林

業
の
歴
史
や
、
国
産
材
を
使
う
こ
と
の
意
義
、

上
流
域
の
森
林
（
国
有
林
）
と
下
流
域
の
名
古

屋
市
の
結
び
つ
き
な
ど
を
同
歴
史
館
で
事
前
学

習
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
途
中
か
ら
バ
ス
に
乗
車
し
た
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
、
赤
沢
自
然
休
養

林
ま
で
の
景
勝
地
等
の
説
明
を
受
け
、
想
い
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
生
地
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　

一
行
が
赤
沢
自
然
休
養
林
に
到
着
後
、
金
口

次
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
森
林
交
流
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
昼
食
を
と
り
、
森
林
鉄
道
で

雨
上
が
り
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森
林
と
渓
流
が
織

り
な
す
景
色
を
眺
め
な
が
ら
休
養
林
の
奥
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
終
点
の
「
丸
山
渡
停
車
場
」

で
下
車
し
、
歴
史
と
と
も
に
育
ま
れ
て
き
た
樹

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

木
曽
の
国
有
林
見
学
会

�

（
春
季
）
を
開
催

急傾斜地での作業風景

無事作業が終了した現地、可憐な花々を期待しています。

金口次長からの歓迎挨拶

ヤマシャクヤクの花
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に
お
い
て
、
大
桑
村
と
当
署
の
合
同
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
り
、

当
日
は
、
村
内
や
愛
知
県
北
名
古
屋
市
等
か
ら

約
百
八
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

植
樹
に
先
だ
っ
て
、
大
桑
小
学
校
五
年
生
に

よ
る
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
自
作
し
た

「
木
製
コ
カ
リ
ナ
」
に
よ
る
演
奏
、
ま
た
、
北

名
古
屋
市
「
師
勝
少
年
少
女
合
唱
団
」
の
合
唱

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
美
し
い
音
色
と
歌
声
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
大
変
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
額
の
汗
を
拭
い
な
が
ら
参
加
者
全

員
で
、
紅
葉
が
楽
し
め
る
カ
エ
デ
な
ど
約

二
百
五
十
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
参
加
し
た
小
学
生
を
対
象
に
森

林
教
室
を
実
施
し
、
ハ
ン
ノ
キ
等
の
小
枝
を

使
っ
た
エ
ン
ピ
ツ
作
り
を
行
い
、
時
間
を
忘
れ

て
熱
中
す
る
児
童
が
多
く
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
回
も
地
元
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
当
署
職

員
の
協
力
の
も
と
、
事
前
準
備
か
ら
当
日
ま
で

対
応
し
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
五
月
二
十
日
、
多
摩
市
八
ヶ
岳
少

年
自
然
の
家
で
「
フ
レ
ン
ド
ツ
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
（
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
へ
、
国
民
の
森
林
づ
く

り
推
進
功
労
者
に
対
す
る
林
野
庁
長
官
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
、
南
信
署
と
東
京
都
多
摩
市
が
国

有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
体
験
林
業
等
を
行

う
目
的
で
、
平
成
十
七
年
度
に
協
定
を
締
結
し

た
「
遊
々
の
森
：
多
摩
市
民
の
森
・
フ
レ
ン

ド
ツ
リ
ー
」
で
、
毎
年
五
月
か
ら
十
月
の
毎
月

一
回
、
少
年
自
然
の
家
を
活
動
拠
点
と
し
て
毎

回
土
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
二
日
間
カ
ラ
マ
ツ
人

工
林
の
間
伐
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
活
動
を
通
じ
て
都
市
部
と
山
村
地
域
と
の

交
流
を
促
す
と
と
も
に
、
多
摩
市
の
緑
地
管
理

等
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の
今
年
度
最
初
の
活
動
日

で
、
二
十
名
の
会
員
が
見
守
る
中
、
南
信
森
林

管
理
署
長
か
ら
安
永
尚
志
会
長
へ
木
製
の
長
官

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は

授
与
さ
れ
た
感
謝
状
を
次
々
と
手
に
し
、「
一

枚
板
の
素
晴
ら
し
い
物
だ
、
香
り
に
も
と
て
も

癒
や
さ
れ
る
。
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
」

「
作
業
後
は
、
感
謝
状
を
囲
ん
で
祝
賀
会
だ
」

と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

齢
三
百
年
余
り
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
が
生

い
茂
る
林
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
職
員
の
ガ
イ

ド
に
よ
り
、
木
曽
の
林
業
の
歴
史
や
運
材
方

法
、
伊
勢
神
宮
と
の
関
わ
り
、
木
曽
五
木
の
樹

種
の
見
分
け
方
や
特
徴
な
ど
を
学
習
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
然
を
満
喫
し
た
」「
森

林
鉄
道
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
木
曽
五
木
の

森
林
は
壮
大
で
あ
る
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」

「
名
古
屋
と
は
空
気
が
違
う
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
催
し
は
、
木
曽
復
興
支
援
の
取

組
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も
実
施

に
あ
た
り
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
企
画
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
意
義
の
あ
る
催
し
と
な
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
】
五
月
二
十
日
、
長
野
県
木
曽

郡
大
桑
村
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
近
く
の
村
有
林 職員のガイドに聞き入る参加者

小学生が協力して植樹中

大
桑
村
と
合
同
植
樹
祭
を
開
催

市
民
団
体
へ

�

林
野
庁
長
官
感
謝
状
を
贈
呈 小枝を使ってエンピツを作製中

感謝状と共に会員の皆さんで記念撮影
（前列左、久保南信署長）
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会
員
の
皆
様
は
授
与
式
後
さ
っ
そ
く
安
全

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
新
緑
の
カ
ラ
マ
ツ
間

伐
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
今
年
度
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
安
永
会
長
か
ら
「
五
月
二
十
三
日
、

多
摩
市
長
、
教
育
長
等
へ
受
賞
の
報
告
を
行
い

祝
辞
と
敬
意
を
受
け
ま
し
た
。
木
製
の
感
謝
状

に
市
長
も
驚
か
れ
、
当
面
は
教
育
長
室
に
展
示

し
、
そ
の
後
市
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
市
の

施
設
を
移
動
し
て
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
」

と
写
真
を
添
え
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
を
契
機
に
、
新
た
な
会
員
の
増
加
と
更

な
る
国
民
の
森
づ
く
り
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

 

［
東
濃
署
］
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日

間
、
第
二
十
七
回
「
つ
け
ち
森
林
の
市
」
が
開

催
さ
れ
、
裏
木
曽
街
道
公
園
・
道
の
駅
「
花
街

道
付
知
」
の
会
場
で
、
髙
塚
東
濃
署
長
の
乾
杯

の
発
声
で
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
広
場
い
っ
ぱ
い
に
テ
ン
ト
が
並

び
、
木
製
品
・
素
材
展
示
販
売
な
ど
の
な
か
、

東
濃
署
も
三
日
か
ら
四
日
の
二
日
間
、
丸
太
切

り
を
し
て
鉛
筆
立
て
を
作
製
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

メ
イ
ン
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
人
の
切
れ
目
が
な
い
ほ

ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　
「
つ
け
ち
森
林
の
市
」
も
今
年
で
二
十
七
回

目
を
迎
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
行
事
と

し
て
定
着
す
る
な
か
、
当
署
も
テ
ン
ト
張
り
な

ど
の
準
備
か
ら
参
加
す
る
な
ど
、「
地
域
に
貢

献
す
る
国
有
林
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

［
技
術
普
及
課
・
東
信
署
］
六
月
三
日
、
長
野

県
小
県
郡
長
和
町
「
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー

場
」
に
お
い
て
、
長
野
県
・
中
部
森
林
管
理

局
・
長
和
町
な
ど
の
主
催
に
よ
る
第
六
十
八
回

長
野
県
植
樹
祭
が
、「
こ
の
森
に 

夢
と
希
望
が 

つ
ま
っ
て
い
る
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、
一
般
参
加
者
を
含
め
約
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

地
元
の
「
な
が
と
不
動
太
鼓
」
に
よ
る
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
新
島
局
長
に
よ
る
開

会
の
言
葉
で
式
典
が
開
始
さ
れ
、
阿
部
長
野
県

知
事
や
来
賓
の
挨
拶
、
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ

る
「
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
宣
言
」
や
、
信
州
上

小
森
林
組
合
の
若
手
技
師
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア

い
っ
ぱ
い
の
植
樹
説
明
等
が
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
植
樹
は
、
昨
年
度
の
全
国
植

樹
祭
の
開
催
理
念
で
あ
る
、「
植
え
て
・
育

て
・
利
用
す
る
『
森
林
サ
イ
ク
ル
』
を
取
り
戻

そ
う
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
長
野
県
の
代
表

的
樹
種
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
の
帯
状
伐
区
に
新
た

多摩市長等へ報告後の記念撮影
安永会長（左２人目）阿部多摩市長（中央）

髙塚東濃署長の乾杯で幕あけ

「上手に切れるかな」盛況の東濃署ブース

コンテナ苗の植樹方法を説明する東信署職員

第
二
十
七
回

�

「
つ
け
ち
森も

り林
の
市
」
を
開
催

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い

�
第
六
十
六
回
長
野
県
植
樹
祭
を
開
催
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な
サ
イ
ク
ル
の
出
発
と
し
て
カ
ラ
マ
ツ
を
植
樹

し
ま
し
た
。
長
野
県
と
東
信
署
職
員
に
よ
る
コ

ン
テ
ナ
苗
の
紹
介
と
植
樹
方
法
の
説
明
の
後
、

コ
ン
テ
ナ
苗
三
百
本
と
裸
苗
三
千
本
を
植
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
東
信

署
が
、
中
部
局
と
東
信
署
の
取
組
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
、
長
野
県
と
と
も
に
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
供
給
・
販
売
す
る
「
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
長
和
町
役
場
に
移
動
し
て
、
主
催

者
等
に
よ
り
、
長
野
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
寄

贈
の
福
島
産
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
「
ふ
く
し
ま
」
の

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
六
月
五
日
に
、
岐
阜
署
主
催
で
鳥

獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
農
林
業
被
害
の
防
止
・
軽

減
、
生
態
系
被
害
の
抑
止
の
た
め
、
ま
た
国
有

林
の
管
理
者
と
し
て
自
衛
捕
獲
が
必
要
と
の
観

点
か
ら
、
国
有
林
野
事
業
職
員
研
修
規
程
に
基

づ
く
講
習
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

講
習
会
を
過
去
三
年
以
内
に
履
修
し
た
国
有
林

野
職
員
は
狩
猟
免
許
が
無
く
て
も
国
有
林
内
に

お
い
て
有
害
鳥
獣
捕
獲
が
で
き
ま
す
。
今
回
は

岐
阜
署
を
は
じ
め
、
飛
騨
署
、
東
濃
署
、
森
林

技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
事
務
所
の
計

六
十
五
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
岐
阜
県
庁
環
境
企
画
課
の
職
員
か

ら
、
鳥
獣
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
に
関
す

る
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
の
人
が
山
林
を

使
わ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
野
生
鳥
獣
の
需
要

（
肉
と
皮
）
が
激
減
し
た
結
果
、
鳥
獣
の
個
体

数
が
増
加
し
、
今
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
布
域

は
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
と
な
り
、
高
標
高
域
で
も

目
撃
さ
れ
、
生
息
頭
数
は
約
五
万
頭
に
増
え
て

い
ま
す
。
岐
阜
県
で
は
狩
猟
期
間
の
延
長
や
狩

猟
頭
数
の
緩
和
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
狩
猟

免
許
の
講
習
会
や
試
験
を
土
日
に
開
催
し
、
狩

猟
者
の
増
加
と
若
返
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
岐
阜
署
の
松
嶋
総
括
地
域
林
政
調
整

官
か
ら
、
く
く
り
罠
の
ル
ー
ル
や
、
罠
の
講
習

と
種
類
、
設
置
方
法
の
実
技
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

実
技
で
は
受
講
者
が
く
く
り
罠
の
設
置
を
体

験
し
、「
思
っ
た
よ
り
力
が
い
る
」
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
、「
安
全
ピ
ン
を
抜
く
と
き
に
顔

を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
講
習
で
説
明

を
受
け
た
内
容
に
納
得
し
て
い
ま
し
た
。

◎
林
野
庁
内
部
監
査

　

７
月
３
～
７
日

�

中
部
局
・
岐
阜
署
・
愛
知
所

◎�

第
１
回
木
曽
悠
久
の
森
管
理
委
員
会
植
生
管

理
専
門
部
会

　

７
月
11
・
12
日�

木
曽
署
ほ
か

◎
高
山
植
物
保
護
協
議
会

　

７
月
26
日�

中
部
局

◎
人
事
・
給
与
担
当
者
打
ち
合
わ
せ

　

７
月
27
・
28
日�

林
野
庁

みどりの少年団と記念写真

岐阜県庁環境企画課職員の講習を真剣に聞く受講者

松嶋総括地域林政調整官からくくり罠の講習中

くくり罠の設置体験「思ったより力がいりますね～」

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る

�

講
習
会
を
開
催
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中
信
森
林
管
理
署 

姫
川
治
山
事
業
所

�

治
山
技
術
官　

帆
足　

郁

　

新
潟
県
糸
魚
川
市
に
所
在
す
る
姫
川
治
山
事

業
所
は
、
長
野
県
白
馬
村
に
端
を
発
し
日
本
海

へ
流
れ
る
姫
川
流
域
に
お
い
て
昭
和
四
十
八
年

よ
り
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

管
轄
す
る
姫
川
流
域
は
、
北
ア
ル
プ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
急
峻
な
地
形
に
加
え
て
、
日
本
を

東
西
に
二
分
す
る
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
の

構
造
運
動
に
よ
り
深
部
ま
で
破
砕
が
進
ん
だ
脆

弱
な
地
質
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
二
年
の

赤
禿
山
の
地
す
べ
り
性
大
崩
壊
を
は
じ
め
、
長

野
・
新
潟
両
県
に
ま
た
が
る
広
い
範
囲
で
地
す

べ
り
や
斜
面
の
崩
壊
が
発
生
し
て
お
り
、
発
電

所
施
設
、
民
家
、
国
道
等
へ
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
復
旧
に
は
高
度
の
技
術
を

要
し
、
二
県
に
ま
た
が
る
大
規
模
な
事
業
と
な

る
こ
と
等
か
ら
、
長
野
・
新
潟
両
県
よ
り
強
い

要
請
が
あ
り
昭
和
四
十
八
年
よ
り
「
姫
川
地
区

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」
と
し
て
着
手
し
ま
し

た
。

　

当
事
業
所
で
は
、
年
間
十
件
ほ
ど
の
工
事
を

中
信
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
所
職
員
三
名

で
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
現
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
は
、
公
道
は
も
と
よ
り
電
力
会
社
の
管
理
用

道
路
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
必
要
に

よ
っ
て
は
民
有
地
内
に
作
業
道
を
作
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
自
治
体
を
は
じ
め
地

権
者
、
地
域
の
方
々
へ
の
事
業
の
説
明
や
土
地

使
用
に
関
わ
る
協
議
を
行
い
、
工
事
の
実
施
、

道
路
、
土
地
の
使
用
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
工
法
は
崩
壊
地
や
荒
廃
渓
流
を
復

旧
、
保
全
す
る
山
腹
工
や
渓
間
工
、
地
す
べ
り

の
原
因
と
な
る
豊
富
な
地
下
水
を
排
除
す
る
た

め
の
集
水
井
工
や
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
、
排
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
等
を
施
工
し
て
地
す
べ
り
活
動

の
抑
制
を
図
っ
て
お
り
、
現
場
の
条
件
に
よ
っ

て
は
ア
ン
カ
ー
工
等
の
地
す
べ
り
活
動
を
直
接

抑
止
す
る
工
法
も
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
実
行
に
お
い
て
は
急
峻
な
地
形
に
加

え
積
雪
が
数
㍍
に
も
及
ぶ
特
別
豪
雪
地
帯
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
雪
解
け
は
遅
く
降
雪
は
早
い

と
い
っ
た
工
事
可
能
な
期
間
が
限
ら
れ
る
厳
し

い
条
件
の
中
で
施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
現
場
に
お
い
て
安
全
で
効
率
的
な
施
工

を
し
て
く
だ
さ
る
請
負
事
業
体
の
方
々
に
は
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
発
注
者
と
し
て
も
工
事

を
安
全
第
一
で
、
よ
り
効
率
よ
く
行
う
た
め
請

負
事
業
体
等
へ
安
全
会
議
や
署
長
に
よ
る
現
場

安
全
巡
視
を
実
施
し
、
労
働
災
害
防
止
対
策
、

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
工
事
方

法
も
ラ
ジ
コ
ン
運
転
が
可
能
な
無
人
化
重
機
を

使
用
す
る
な
ど
安
全
で
効
率
的
な
工
事
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

【
蒲が
ま
は
ら
ざ
わ

原
沢
に
つ
い
て
】

　

姫
川
地
区
の
事
業
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
蒲
原

沢
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
梅
雨
前
線
豪
雨
に

よ
り
流
域
の
荒
廃
が
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
と
し
て
施
工
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
平
成
八
年
十
二
月
六
日
に
復
旧

治
山
工
事
を
行
っ
て
い
た
作
業
員
三
名
を
含
む

十
四
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
「
蒲
原
沢
土

石
流
災
害
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
昨
年
で
災
害

発
生
か
ら
二
十
年
と
な
り
、
蒲
原
沢
の
復
旧
も

進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
災
害
を
教
訓
と
し
て

風
化
さ
せ
る
こ
と
無
く
「
災
害
に
想
定
外
は
通

用
し
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
無
事
故
無

災
害
で
事
業
が
完
了
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

無人化施工（のり切工）

蒲原沢の施工地遠景
施工地（大所川左岸の山之坊）をバックに、

姫川治山事業所の３名（真中が筆者）

集水井工

集水井工の内部

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂
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ご当地

自慢
名古屋熱田の
史跡をご案内

名古屋事務所

50

思
い
を
い
だ

い
て
死
ん

だ
宮ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ

簀
媛
の

墓
と
も
言
わ

れ
、
夫
を
断

つ
山
か
ら
断

夫
山
古
墳
と

名
前
が
付
い

た
と
の
こ
と

で
す
。

◆
所
在
地

　

�

愛
知
県
名

古
屋
市
熱
田
区
旗
屋
一
―
一
〇
―
四
五

◆�
ア
ク
セ
ス
方
法

　

�
名
古
屋
市
営
地
下
鉄　

名
城
線　

神
宮
西
駅

よ
り
徒
歩
八
分

■
白
鳥
古
墳
（
白
鳥
御
陵
）

　
「
断
夫
山
古
墳
」
よ
り
、
よ
り
熱
田
神
宮

に
近
い
場
所

に
「
白
鳥
古
墳

（
白
鳥
御
陵
）
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
も

六
世
紀
初
め
の

築
造
の
前
方
後

円
墳
で
す
。

　

全
長
は
約

七
四
㍍
あ
り

ま
す
が
、
前
方

部
、
後
円
部
の

東
側
が
削
り
取

ら
れ
て
い
る
た

　

名
古
屋
市
熱
田
区
と
言
え
ば
熱
田
神
宮
が
あ

ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
今
回
は
、
熱
田
神
宮

周
辺
の
史
跡
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
断
夫
山
古
墳

　

熱
田
神
宮
か

ら
見
て
北
西
の

位
置
に
「
断
夫

山
古
墳
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
古
墳

は
、
東
海
地

方
最
大
の
前
方

後
円
墳
で
、
全

長
一
五
一
㍍
、

前
方
部
の
幅

一
一
六
㍍
、
後

円
部
の
直
径

八
〇
㍍
、
前
方
部
の
高
さ
一
六
・二
㍍
、
後
円

部
の
高
さ
一
三
㍍
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
は
、
六
世
紀
初
め
、
尾
張
南
部
に

勢
力
を
も
っ
た
尾
張
氏
の
首
長
の
墓
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
日

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト

本
武
尊
に

め
原
型
が
損
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
日
本
武
尊

の
御
陵
と
の
説
が
あ

り
、
日
本
武
尊
が
白
鳥

と
な
っ
て
熱
田
の
宮
に

飛
び
来
た
り
、
降
り

立
っ
た
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
白
鳥
御
陵
と
名

付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

◆
所
在
地

　

�

愛
知
県
名
古
屋
市
熱

田
区
白
鳥
一
―
二

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　

名
古
屋
市
営
地
下
鉄

　

�

名
城
線　

神
宮
西
駅

よ
り
徒
歩
六
分

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
名
古
屋
を
歩
く
番
組
で
も
紹
介
さ

れ
た
「
熱
田
台
地
」
は
、
名
古
屋
の
大
部
分
が

海
で
あ
っ
た
頃
よ
り
陸
地
部
で
あ
り
、
古
く
か

ら
の
史
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」（
名
古
屋
事
務
所

内
）
と
併
せ 

＂ブ
ラ
ブ
ラ
＂し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館

◆
所
在
地

　

�

愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
熱
田
西
町
一
―

二
〇

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　

�

名
古
屋
市
営
地
下
鉄 

名
城
線 

神
宮
西
駅
よ

り
徒
歩
十
五
分

ミニチュア断夫山古墳

断夫山古墳の林相

白鳥古墳（上 近景・下 遠景）

赤丸が断夫山古墳、青丸が白鳥古墳、緑丸が熱田白鳥の歴史館
出典：国土地理院ウェブサイト

熱田神宮


